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木曽岬町議会だより

こ
ん
な
町
な
ら

住
み
続
け
た
い

住
み
続
け
た
い
町
と
は
？

中
学
生
と
議
員
が
本
気
で

町
の
こ
と
を
考
え
た
。

チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
が

来
て
欲
し
い

防
災
に
力
を
入
れ
て

防災に強いまち

大きな公園が
あったらいいな

遅い時間まで
バスを走らせて

ショッピングモール
が欲しい

安心安全な
町に住みたい

中学2年生懇談会

も
っ
と
学
べ
る
環
境
を

駅
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い

外
国
人
に
優
し
い
町
に

農業をやってみたい
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中学生は
 よく考えてる
　　　　ニャ

バスの本数を増やして

未来塾を公民館で

もっとお店を

総合病院がないと

英語、英検対策に対して
もっと補助をして いつか子どもが

出来たときに遊べる
大きな公園を作って
欲しい

ふるさと

季
節
ご
と
の

イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が

な
い
と
・・・

働
く
場
所
が
な
い
と
・・・

　
去
る
２
月
６
日
、
町
議
会
議
員
と
中
学
２
年
生
が
意
見
交
換
を
行

う
「
中
学
生
と
の
ふ
る
さ
と
懇
談
会
」
を
行
う
た
め
木
曽
岬
中
学
校

へ
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
先
生
方
に
も
参
加
を
頂
き
「
こ
ん

な
町
な
ら
住
み
続
け
た
い
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
様
々
な
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。

　
今
回
で
４
回
目
の
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
挙
の
大
切
さ
を

知
っ
て
頂
く
た
め
、
簡
単
な
模
擬
選
挙
を
行
っ
た
り
、
投
票
の
重
要

性
を
感
じ
取
っ
て
頂
く
た
め
の
、新
た
な
取
り
組
み
も
行
い
ま
し
た
。



4
令和6年5月1日発行
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部活動を増やして

堤防を強化して

図書館の本を
増やして

部活が多い
学校が良い

物価が安い町に
してほしい

スクールバスが
ほしい

部活動の指導員を
積極的に探して

陸上ができる施設
を貸し出して

ウーバイーツの
配達があると
いい

町バスの本数を
増やして

街灯をもっと
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広い道路がないと

交通網を便利に

図書館もっと開けてほしい

多目的公園がほしい

体育館にクーラーがほしい

子ども未来塾の数を増やして

季節ごとの
イベント増やして

チョコザップ
作ってほしい

医療費養育費の
補助を増やして

有名な選手による
講演や指導を受ける
機会があれば

アスレチックの
ような遊び場が
ほしい
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木曽岬町議会だより

電車やバスをもっと

職場が多い町

学費を高校まで
でも考えて 外国人の日本語教室

があるといい

イオンやコストコ
があれば

塾や学べるところが
沢山あって欲しい

町がきれいで
道路整備されている
町がいい

遊ぶ場所、
広いスペースの公園と
運動場がある町

遊べるところが
ほしい

働く場所が
沢山あるところ安心して

暮らせるまち
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４
年
後
に
は
選
挙
権
が

与
え
ら
れ
る
中
学
２
年

生
。

　
選
挙
の
大
切
さ
を
体
感

し
て
頂
き
た
く
、
模
擬
選

挙
や
民
意
を
生
か
す
に
は

議
員
定
数
も
大
切
だ
と
い

う
こ
と
を
、
考
え
る
場
に

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
投
票
が
過
半
数
に
も
満

た
な
い
選
挙
で
選
ば
れ
た

議
員
は
、
本
当
に
民
意
と

い
え
る
の
か
。

　
議
員
定
数
を
過
度
に
削

減
し
て
し
ま
う
と
民
意
が

反
映
さ
れ
づ
ら
く
な
る
こ

と
な
ど
、
実
際
の
投
票
を

想
定
し
な
が
ら
寸
劇
を
用

い
、
説
明
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
模
擬
選
挙
で
は
校
長
先

生
と
議
員
一
人
に
町
長
に

立
候
補
し
て
も
ら
い
、
ど

ち
ら
が
良
い
か
選
ん
で
頂

き
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
に
は
、
や
や

現
実
味
を
疑
う
良
い
こ
と

ば
か
り
の
公
約
を
出
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
実
際
の
投
票
と

な
る
と
、
そ
の
実
現
性
に

疑
問
符
を
感
じ
た
生
徒
さ

ん
は
校
長
先
生
に
Ｎ
Ｏ
を

突
き
付
け
る
こ
と
に
。

　
中
学
生
と
も
な
る
と
、

大
人
顔
負
け
の
判
断
を
し

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。

　
何
か
を
実
行
す
る
に
は

費
用
も
掛
か
る
わ
け
で
す

が
「
何
と
か
し
ま
す
」
だ

け
で
は
納
得
を
し
な
か
っ

た
生
徒
さ
ん
が
多
数
派
を

占
め
た
の
で
す
。

選
挙
と
議
員
定
数

を
考
え
る
。

現
実
味
の
な
い

公
約
を
見
抜
い
た
。

　
民
主
主
義
の
根
幹
は

民
意
を
い
か
に
反
映
さ

せ
る
か
で
す
。

　
そ
の
為
に
は
選
挙
が

い
か
に
大
切
か
と
い
う

こ
と
。
そ
れ
を
少
し
で

も
感
じ
て
頂
け
て
い
た

ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
う
言
っ
た

こ
と
を
生
徒
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い

所
存
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
時
間
を
頂
い
た
こ
と

に
、
議
員
一
同
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

《
終
わ
り
に
》

そ
れ
は

民
主
主
義
で

選
ば
れ
た
と

い
え
る
の
か
。

議
員
と

中
学
生
が

考
え
る
。
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見える
予算
見える
予算

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
総
額

３
６
億
６
５
０
０
万
円
、
前
年
度
対
比
１６
％
増

で
す
。

　　

こ
の
予
算
は
、
町
の
第
６
次
総
合
計
画
に
掲

げ
る「
や
る
ね
！ 

木
曽
岬
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、「
小
さ
く
て
も
明
る
く
前
向
き
な

本
町
の
特
性
を
活
か
し
、
や
る
気
の
あ
る
人
を

応
援
し
、
も
っ
と
も
っ
と
住
み
続
け
た
く
な
る

ま
ち
づ
く
り
」を
表
現
す
る
た
め
の
予
算
で
す
。

そ
の
「
基
本
目
標
」
は
次
の
と
お
り
。

①
す
べ
て
の
住
民
に
優
し
い
健
康
・
福
祉
施
策

　
の
充
実

②「
学
び
の
ま
ち
・
木
曽
岬
」
の
推
進

③
次
世
代
に
つ
な
げ
る
生
活
環
境
の
充
実

④
地
域
産
業
の
持
続
的
発
展
支
援

⑤
緊
急
時
対
応
へ
の
備
え
の
充
実

⑥
将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
運
営
の
推
進

〇その他のハード整備事業
•道路整備事業 8996万円
•橋梁整備事業 1640万円
•防災行政無線（同報系）長寿命化事業
 1444万円

東部地区CSストックマネジメント
耐震補強工事 1845万円
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中学校

小学校

令和6年度 当初予算
主な事業　位置図

〇主なソフト事業、計画策定など
•第３期子ども・子育て支援事業計画策定事業 376万円
•福祉医療費助成制度の現物給付拡大
　（18歳年度末まで）　 1660万円
•シティプロモーション事業 699万円
•ローカルスタートアップ・エコシステム構築事業 700万円

小・中学校施設維持管理事業
（運動場、トイレ改修など） 521万円

桜並木管理費 1250万円

湛水防除事業（近江島排水機場更新）  
 1998万円

中央幹線排水路施設整備事業
 1845万円
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後藤紀子
委員

古村　護
副委員長

加藤眞人
委員長

伊藤　守
委員

伊藤好博
委員

鎌田鷹介
委員

令和6年度当初予算 一般会計

■子育て支援事業

■結婚支援事業

第３期木曽岬町子ども・子育て支援事業計画策定支援業務
で、今年度アンケート調査が行われていると思うが、寄せ
られた声やアンケート結果をどう反映させていく予定です
か。

結婚新生活支援事業補助金が90万円で、39歳以下を対象にとい
うことと、この事業は国庫補助金を受けて行っているが、その補
助率とか上限額の考え方を教えてください。

質問

ただいまアンケートを実施中で、アンケートの締め切りが
令和６年３月末となっています。アンケートの結果につい
ては、来年度にどこかのタイミングで皆様方にご説明させ
ていただきたいと考えています。

答弁

結婚新生活支援事業補助金事業は、子育て関係の少子化対策補助
金で、出産をしていただいてお子さんを育てていただくというこ
とで、国の基準が39歳以下となっているものです。30歳から
39歳までの世帯は、上限30万円。29歳以下の世帯は、上限60万円。
補助率は４分の３です。

答弁

質問

■小学校費の運動場維持管理工事
運動場維持管理工事257万4,000円、この内容を教えて
ください。また、グラウンドの大きい方と小さい方の間に
以前よく水が溜まっていたと思いますが、その改善もされ
るのかお聞きしたい。

小学校校庭の土がずいぶん風などで飛ばされて少なくなっ
ています。そのためプラスチックのポイントがかなり浮き
上がっている状況が見受けられるので、これを解消するた
めに土を補充することと、草も生えているので、その対応
と水たまりも解消するため合わせて改修を行うものです。

答弁

質問
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教育民生常任委員会教育民生常任委員会
主な内容を重点にご紹介します。

3月6日（水）

令和5年度補正予算 一般会計

■福祉医療事業

■木曽川グランド緑化管理委託料 

■保険給付費に係る一般被保険者療養給付費

福祉医療費の扶助費について、障がい者と65歳以上重度
障がい者の大幅な減額予算となっているが、当初予算から
今の時期まで補正予算の対応がされてこなかったが、この
時期の補正として適切だったのかお聞きしたい。

木曽川グランド経費、緑化委託料について大幅に減額補正
する理由は？

質問

年度末を迎え実績を推計し、障がい者、65歳以上重度障
がい者、一人親家庭の扶助費の予算を減額させていただき
ました。特に65歳以上重度障がい者にいては、減額が高
額になっていますが、令和５年度から後期高齢者医療の２
割負担制度が始まることもあり、結果的に当初予算での過
大見込みとなったものと考えております。

答弁

一般被保険者療養給付費負担金について、大幅な減額補正
となっているが、その要因として、対象者数、診療件数、
一人当たりの医療費の診療費など、何が大きな要因となっ
たものと考えていますか。

質問

令和５年度の当初予算では、令和４年度の実績を見込んで
予算を立てていました。令和４年度については、いわゆる
コロナの受診控えの反動により、療養給付や手術等の高額
医療が増えた実績がありましたが、５年度はそれも一段落
した結果、診療件数が見込みより減っているものと考えて
います。

答弁

緑化管理委託の業務発注にあたり、入札を行ったところ大
幅な請負差額が生じたもので、事業が完了いたしましたの
で精算額をもって、今回の減額補正となったものです。

答弁

令和5年度補正予算 国民健康保険特別会計

質問
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後藤紀子
委員

伊藤　守
副委員長

鎌田鷹介
委員長

服部芙二夫
委員

三輪一雅
委員

古村　護
委員

令和6年度当初予算 一般会計

■都市計画総務費

■職員健康管理費

都市計画基礎調査業務委託については、５年に１回実施す
るということですが、業務の内容を教えてください。また、
これによって都市計画審議会の開催回数が増えることはな
いのか教えてください。

職員健康管理費については、職員の健康診断やストレスチ
ェックの委託料ということですが、町の職員も一般の会社
同様、現在精神的に病んだり、長期に休んでいる職員がい
ると聞いておりますので、この点しっかりやっていくべき
ではないかと思いますが、予算が年々減っている理由をお
聞きします。

質問

都市計画基礎調査は、都市計画区域における現況の把握、
将来の見通しを調査して、都市計画に関して必要な事項を
定めていくための基礎的なデータの整備をしていくという
内容で、特に町の都市計画審議会に諮ることは考えており
ません。

答弁

職員健康管理費の内容は、毎年変わっているものではなく、
職員の人数の減により予算が減額となったものです。

答弁

令和6年度当初予算 水道事業会計

■耐震化関係費
アセットマネジメント計画策定業務委託については、耐震
関係のことだという説明がありましたが、配管だけを耐震
化していくのか、どういうところまで含めての耐震化なの
か教えてください。

質問

水道施設の耐震化を行うもので、令和４年度に受水場の耐
震の診断とそれに伴う耐震補強の計画を立て、令和５年度
は、管の耐震化の計画を策定したところです。令和６年度はアセットマネジメント計画として、
更新需要を明らかにして、おおよそ30年から40年のスパンでそれに伴う財政の収支の見通し、
財源の確保や更新基準の見直し、更新費用削減の検討を行うという計画を策定するものです。

答弁

質問
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総務建設常任委員会総務建設常任委員会
主な内容を重点にご紹介します。

3月8日（金）

令和5年度補正予算 一般会計

■地籍調査事業費

■地域まちづくり推進事業費

地籍調査事業費について、今回国費ベースで減額になって、
大幅な減額補正となったという説明でしたが、今後、この
事業進捗にかかるところのスケジュール面での影響につい
て、教えてください。

地域まちづくり推進事業の交付金の申請について、スマホ
やパソコンで、簡単に申請ができるようにしてあげたら、
もっと活用していただけるのではないかと思いますがいか
がでしょうか。

質問

令和５年度の国費の補助事業の割当額は大幅な減となった
が、令和６年度事業分と合わせて国へ要望していたので、
おおむね令和５年度分については、予定どおり実施できま
した。令和６年度からは、国費の事業メニューを変更して
実施していきたいと考えています。

答弁

資料だけ持ってきていただければ、申請書は作成させてい
ただいておりますが、スマホやパソコンでというようなご
意見をいただきましたので、区長の皆様方のご意見を伺い
ながら進めていきたいと思います。

答弁

■木曽岬町課設置条例の一部を改正する条例
児童福祉に関することを『子ども・健康課』で行うという
ことですが、今までこの項目はどこにあって、今後どうい
うことをやっていくのか教えてください。

質問

これまで児童福祉は、福祉健康課の社会福祉に関すること
に入っておりました。今回、課を新設し事務分掌を分ける
ことになり、子ども・子育ての支援の体制を強化していく
ということで、社会福祉から児童福祉を分離させたという
ことでご理解ください。

答弁

条例の一部改正

質問
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一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が

聞
き
た
い

５
名
の
議
員
が
質
問

ペ
ー
ジ
数

15●
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

６
番
議
席  

伊
藤　

守 

議
員

ペ
ー
ジ
数

17●
外
国
人
と
の
対
話
の
重
要
性
に
つ
い
て

７
番
議
席  

服
部
芙
二
夫 

議
員

ペ
ー
ジ
数

16●
障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て

●
Ｕ
Ｄ
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

３
番
議
席  

鎌
田
鷹
介 

議
員

ペ
ー
ジ
数

13●
被
災
時
の
避
難
所
環
境
に
つ
い
て

●
高
齢
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
に

　

つ
い
て

１
番
議
席  

後
藤
紀
子 

議
員

ペ
ー
ジ
数

14●
町
内
に
点
在
す
る
空
き
家
並
び
に
住
宅
に
隣

　

接
又
は
近
接
す
る
空
き
地
（
雑
草
等
）
の
現

　

状
と
今
後
に
つ
い
て

２
番
議
席  

古
村　

護 

議
員

　
こ
の
記
事
は
、
通
告
順
に
掲
載
し
、
質
問
議
員
本
人
が
作
成

し
た
原
稿
を
議
会
広
報
常
任
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
掲
載
文
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
（
約
五
〇
〇
文
字
）

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
質
問
の
議
事
録
は
木
曽
岬
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
議
案
と
は
関
係
な
く

町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
長
等
の
考
え
方
や
意
見

を
求
め
る
も
の
で
す
。

町ホームページ

≪議会放送に係る注意事項≫
この議会の放送（映像及び音声）は、木曽岬町議会の公式記録ではございません。
議会放送の映像、写真、音声、記事等の著作権は木曽岬町議会に帰属しますので、無断で複製・転用することは
できません。
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まだま
だ

考える
ところ

が

いっぱ
い！！

ここが聞きたい

一般質問
議会だより

後藤紀子議員1番議席

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
・
雑
魚

寝
に
よ
る
災
害
関
連
死
の
増
加
を

防
ぐ
為
、
当
町
が
考
え
る
避
難
所

運
営
の
形
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

段
ボ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と
の
防
災

協
定
に
つ
い
て
は
、
当
町
で
は
令

和
２
年
３
月
２７
日
に
愛
知
県
に
あ

る
東
海
紙
器
株
式
会
社
と
大
阪
府

に
あ
る
Ｊ
パ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
と

の
３
者
で
「
災
害
発
生
時
に
お
け

る
応
急
生
活
物
資
の
供
給
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
に
お
い
て
も
、
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
と
間
仕
切
り
を
２７
セ
ッ

ト
、
簡
易
ベ
ッ
ド
と
テ
ン
ト
を
１

５
６
セ
ッ
ト
備
蓄
し
て
お
り
ま

す
。

　

防
災
倉
庫
に
移
動
炊
飯
器
セ
ッ

ト
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、
県
内

市
町
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
協
定
を

締
結
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
こ
と

か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
事
業
で
す
が
、
６
５
０
円
の

チ
ケ
ッ
ト
を
月
に
４
枚
使
用
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
２
６
０
０
円
を

一
度
に
使
え
る
形
に
変
更
す
る
こ

と
に
よ
り
使
用
し
や
す
く
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

多
く
の
自
治
体
で
は
現
在
の
初

乗
り
料
金
相
当
額
の
助
成
が
主
流

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
な
ど
の
新
た
な
移
動
手

段
の
確
保
を
目
的
と
し
た
事
業
で

す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
き
、
移
動
手
段
に
つ
い

て
住
民
の
皆
様
方
に
安
心
感
を
持

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
今
後
も

近
隣
の
状
況
な
ど
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

万が一に備えていきたい／さらに努力します（町長）

質問

質問

福
祉
タ
ク
シ
ー
は

利
用
し
に
く
い
！？

避難所環境・福祉タクシー

被災時の避難所は大丈夫！？

今聞きたい

答弁

答弁
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元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
で
は
、
石
川
県
で
震
度
７
が
観

測
さ
れ
、
当
町
で
も
震
度
４
の
揺

れ
が
あ
り
、
現
地
の
倒
壊
し
た
家

屋
や
火
災
の
発
生
状
況
等
か
ら
、

平
時
の
リ
ス
ク
管
理
の
重
要
性
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、令
和
３
年
３
月
に「
木

曽
岬
町
空
家
等
対
策
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
計
画
中
、
空
家
等
と
判

断
さ
れ
た
件
数
が
８３
件
、こ
の
内
、

良
好
な
建
物
が
４５
件
、
そ
れ
以
外

が
２８
件
で
し
た
が
、
現
状
は
増
加

し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
に
隣
接
又
は
近
接

し
た
雑
草
・
雑
木
等
が
繁
茂
し
た

空
き
地
は
町
内
に
点
在
し
て
い
る

と
思
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
現
状
把
握

と
今
後
の
対
処
に
つ
い
て
も
お
聞

き
し
ま
す
。

　
「
木
曽
岬
町
空
家
等
対
策
計
画
」

の
計
画
期
間
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
１０
年
間
で
、
令
和
７
年
度
に
実

態
調
査
を
行
う
予
定
で
い
ま
す
。

　

現
計
画
で
、
空
家
等
と
し
て
判

断
さ
れ
た
物
件
８３
件
の
う
ち
、
良

好
な
も
の
は
４５
件
、
一
部
修
繕
が

必
要
な
物
件
が
１５
件
、
大
規
模
な

修
繕
が
必
要
な
も
の
は
８
件
、
倒

壊
の
恐
れ
が
あ
る
も
の
は
４
件
、

残
り
の
１
件
は
倒
壊
し
た
場
合
隣

接
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
さ

れ
、所
有
者
へ
指
導
助
言
を
行
い
、

現
在
は
既
に
除
却
が
完
了
し
て
い

ま
す
。

　

空
き
家
対
策
と
し
て
、
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
を
設
け
て
お
り
、
物

件
登
録
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
更

な
る
Ｐ
Ｒ
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

住
宅
に
隣
接
又
は
近
接
す
る
空

き
地
に
お
け
る
雑
草
等
に
つ
い
て

は
、
条
例
に
基
づ
い
て
、
消
防
と

連
携
し
雑
草
の
除
去
に
関
す
る
指

導
や
機
会
を
と
ら
え
た
広
報
に
取

り
組
み
、
平
常
時
か
ら
の
火
災
リ

ス
ク
の
低
減
に
努
め
ま
す
。

しっかりと対応していく（町長）

質問

答弁

空家や草の繁る空き地の対策は

古村　護議員2番議席空家（イメージ）
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

伊藤　守議員6番議席

答弁
　

自
主
防
災
会
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
役
場
が
寄
り
添
っ
て
、
育
て
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
非
常
に
重

要
で
す
。
災
害
時
に
は
、
自
主
防

災
組
織
が
避
難
所
運
営
の
中
心
的

な
存
在
と
な
っ
て
、
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
対
象
に
し
た

勉
強
会
を
開
催
し
、
活
動
内
容
や

資
機
材
の
取
扱
い
な
ど
を
周
知
す

る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
単

位
で
の
訓
練
実
施
の
働
き
か
け
や

訓
練
実
施
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

外
国
の
方
が
６
２
６
人
在
住
し

て
い
ま
す
。
避
難
所
に
来
ら
れ
た

際
、
言
葉
の
問
題
な
ど
で
対
応
が

ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
現
状
に
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
。

　

外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
で
す
が
、
令
和
２

年
度
に
洪
水
、
津
波
、
高
潮
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
避
難
の
タ
イ
ミ

ン
グ
等
を
網
羅
し
た
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
全
戸
に
配
布

し
て
い
ま
す
が
、
日
本
語
以
外
に

英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ベ
ト
ナ

ム
語
の
３
か
国
語
で
も
作
成
し
て

お
り
、
外
国
人
の
転
入
手
続
き
時

に
役
場
窓
口
に
お
い
て
配
布
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
に
お
き
ま
し
て
も
「
や
さ
し

い
日
本
語
」
に
よ
る
情
報
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

津
波
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
に
登
っ

て
感
じ
た
の
は
、
荒
天
時
に
待
機

す
る
の
は
と
て
も
つ
ら
い
場
所
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
町
長
の
お

考
え
は
。

　

一
部
の
指
定
緊
急
避
難
所
に
は

毛
布
を
備
蓄
す
る
な
ど
の
防
寒
対

策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー
に
屋
根
や
壁
を
設

け
る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

的確な正しい情報をいかに把握できるか（町長）

質問

避難所の運営は？

再質問再答弁

再質問再答弁
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「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
法
が 

２
０
２
４
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
行
政
機
関
に
加

え
、
民
間
企
業 

や
飲
食
店
な
ど

の
事
業
者
も
障
害
者
に
合
理
的
配

慮
を
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
行
政

機
関
に
加
え
、
民
間
企
業
や
飲
食

店
な
ど
の
事
業
者
も
障
害
者
に
合

理
的
配
慮
を
提
供
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
か
か
る

費
用
を
一
部
で
も
助
成
す
る
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
が
、
町
と
し
て
ど

の
よ
う
な
考
え
か
お
聞
き
し
ま

す
。

　
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
求
め
ら
れ
た
配
慮
が
事
業
者

に
過
重
な
負
担
と
な
る
場
合
に

は
、
過
重
な
負
担
に
な
る
理
由
を

説
明
し
、
別
の
配
慮
を
提
案
す
る

な
ど
建
設
的
に
話
し
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
が
、
そ
の
判
断
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
場
面
や
状
況
に
応

じ
て
、
対
応
に
よ
る
事
業
へ
の
影

響
、
必
要
と
な
る
費
用
、
技
術
的
・

人
的
制
約
な
ど
を
考
慮
し
て
、
総

合
的
、
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
ま
ず
は
、事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
で
で
き
る
こ
と
を
お
考

え
い
た
だ
き
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

検
討
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

今後検討する必要はある（町長）

質問

答弁

費用を一部でも助成すべきでは？

鎌田鷹介議員3番議席

これまで努力義務とされていた
「合理的配慮の提供」が義務になりました！

内閣府のホームページでも
分かりやすいリーフレットがデータ版で
出ています（上図）

※

他
に
「
Ｕ
Ｄ
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い

　

て
」
も
質
問
し
て
い
ま
す
。

役場で
の窓口

は

福祉課
で行い

ますの
で

分から
ないこ

とは

お問い
合わせ

下さい
！
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ここが聞きたい
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答弁
　

木
曽
岬
町
に
住
ん
で
み
え
る
外

国
人
の
方
は
、
２
月
現
在
６
２
７

人
、
当
人
口
の
約
１０
．５
％
に
当

た
り
ま
す
。
２５
か
国
の
人
達
が
み

え
ま
す
。
そ
の
中
、
十
分
な
会
話
・

対
応
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

ぞ
れ
の
生
活
習
慣
が
違
い
ま
す
の

で
、十
分
な
説
明
の
機
会
を
作
り
、

地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
は
か
り
、
日
本
の
生
活
習

慣
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
言
葉
の
問

題
は
、
災
害
時
の
避
難
や
ゴ
ミ
の

収
集
、
犯
罪
抑
止
な
ど
安
全
、
安

心
な
社
会
を
形
成
す
る
た
め
解
決

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
す
。

　

外
国
人
と
の
対
話
の
重
要
性

は
、
今
後
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
町
か
ら
の
発
行
物

の
多
言
語
化
や
役
場
窓
口
、
こ
ど

も
園
で
の
翻
訳
機
の
導
入
な
ど
言

語
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
６
年
度
か

ら
は
、
外
国
人
と
日
本
人
、
外
国

人
同
士
が
地
域
社
会
に
参
加
し
や

す
い
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
仲
良
く
遊
ん
で
い

ま
す
。
言
葉
の
壁
は
子
ど
も
達
が

破
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
協
力
を
得
な
が
ら

６
年
度
は
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」

な
ど
を
使
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
交

流
の
場
を
作
り
ま
す
。

コミュニケーションの場を作る（町長）

質問

「言葉の壁」うちやぶれ

服部芙二夫議員7番議席

再質問再答弁

多文化
共生を

！
© 2024 SANRIO CO., LTD. APPROVAL NO. L636952
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議会日誌

６日●二十歳のつどい（議長）
７日●消防出初式
９日●議会広報常任委員会
12日●例月出納検査（監査委員）
15日●観光協会会議（議長ほか）
　　●町村議長会・理事会（議長）
17日●議会広報常任委員会
18日●桑名広域清掃臨時会（議長）
　　●桑名・員弁広域連合臨時会（副議長）
19日●議会運営委員会
24日●議会臨時会

２日●子ども議会
５日●桑名広域清掃定例会（議長）
　　●桑名・員弁広域連合定例会（副議長）
６日●中学生と町議会議員とのふるさと懇談会
９日●後期高齢者広域連合議会定例会（議長）
11日●美し国駅伝壮行会（議長、副議長）
13日●例月出納検査（監査委員）
15日●議会全員協議会
16日●町村議長会・理事会（議長）
18日●美し国駅伝
22日●議会運営委員会
26日●桑名・員弁広域連合例月検査（議長、副議長）
29日●第１回定例会開会日

2024 月1 2024 月3
４日●東員町議会議長、副議長来庁挨拶
　　　（議長、副議長）
６日●教育民生常任委員会
７日●中学校卒業式
８日●総務建設常任委員会
11日●例月出納検査（監査委員）
12日●第１回定例会一般質問日
14日●第１回定例会閉会日・採決
17日●ふれあい広場
21日●明和町議会での議員研修
22日●こども園卒園式
31日●さくらまつり

３日●全員協議会
６日●町体育協会理事会（議長）
９日●小学校、中学校入学式（議長ほか）
10日●例月出納検査（監査委員）
　　●こども園入園式（議長ほか）
11日●全員協議会
17日●広報常任委員会
19日●北勢５町議長会総会（議長）

2024 月2

傍聴者 声の

定例会を傍聴して頂きありがとうございました。第１回定例会を傍聴された方は８名でした。
毎回、定例会では傍聴アンケートをお願いし、議会運営の参考とさせていただいております。
今後ともご理解ご協力をお願いいたします。

●課設置条例が可決されていないのに広報３月号に載っていたのはおかしい。そこを追求してほし
　かった。
○事前に議会全員協議会で３月号への掲載について説明を受けており、４月から「子ども・健康課」
　が新設されることによる窓口の変更などをより早く住民に伝えるべきと考えての判断です。

●最終日に出た人事案件、なぜ初日に間に合わなかったのか。追加日程にあげるなら議運にかける
　べき。
〇開会日に人事案が決まっておらず上程が遅れたことによるものです。緊急性を考慮し議長判断に
　より議会運営委員会に諮問しませんでした。

2024 月4
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議 員ト ピ ツ ク ス

　令和5年3月21日（木）明和町議会を訪れ、「議会における映像
撮影に係るシステムの運用について」研修を行ってきました。
　これは、議会審議を住民の皆さんに公開する手法の一つとして
「映像配信」を当町も行っていますが、今回の視察研修は、明和
町議会には議場にその映像を撮るためのシステムが整備されてお
りますので、その先進的な取り組みを拝見させていただき、運営
方法などをお聞きするために訪問させて頂いたものです。
　また、同日、木曽岬干拓地の都市的開発に向けた意見書を、県
知事及び県議会議長に提出してきました。

行政視察

編
　 

後
記

集
　

新
年
度
を
迎
え
皆
さ
ん
新
し

い
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

行
政
も
異
動
が
あ
り
、
議
員
と

も
ど
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
「
読
み
や
す

い
・
見
や
す
い
」
を
テ
ー
マ
に

今
回
号
よ
り
新
た
な
取
組
み
を

始
め
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
第
１
１
９
号
の
議
会

だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

紙
面
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
一
同

議会をぜひ、傍聴にきてください。
　議会は、どなたでも傍聴することができます。皆様の生活に直結した
重要な問題が審議されます。お気軽にお越しください。
　本会議の当日、議場入口で傍聴の受付をしています。

　なお、各日程等は変更する場合もございますので、お手数ですがホームペー
ジまたは議会事務局までお問合わせいただきますようお願いいたします。

みなさまのご意見を
募集しています。

　議会に対して、普段、感じていること、疑問に
思うこと。また、要望など、どのような内容でも結
構です。ご意見、ご質問をお寄せください。

提 出 先

議会広報常任委員会（議会事務局）

E-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp

TEL68-6108
FAX66-3111

次回、6月定例会、本会議の予定です。

●6月　5日㈬　午前9時　 開会、議案上程

●6月12日㈬　午前9時　 一般質問

●6月14日㈮　午前9時　 議案採決、閉会

各議案の賛否

　審議の内容は、木曽岬町議会会議録（福祉・教育センター２階、議会図書室にて公表）でご覧いただけます。
　また、役場ホームページでも議事録を順次公開しております。

第１回定例会議案等の審議結果です。
　●第１回定例会審議結果　・・・　全議案全会一致で可決。
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お菓子で

　人を幸せ
にしたい！

Malm（マルム）の伊藤です。
私がパティシエの仕事を始めるきっかけは、単純にお菓子が好きだからでした。

幼い頃から食を通して人をサポートできる仕事をしたいと考えており、大学では

栄養学を学び、食品会社に就職しました。

お菓子は決して食べなければいけないものではありませんが、その美味しさや、
美しさ、作る楽しさに強く惹きつけられ、パティシエに転職しました。
お菓子作りにおいては、視覚からも楽しめる商品作りを心がけており、お菓子を
通してお客様にささやかな幸せを感じて頂きたいです。

当店「Malm」は実店舗がなく、受注のみのお店です。
それは個人に寄り添ったオリジナルのバースデーケーキを作るためです。

ケーキは大切な人の大切な日に食べるもの。

だからこそ、より特別なケーキで最高の1日にして頂きたいと思って
います！

インスタQR HP QR

問合せ先
（注文先）

Malm
●インスタグラム https://instagram.com/malm110
●メール info@malmkitchen.com
●HP http://malmkitchen.com/

Malmのオ
ーダーケー

キ

Malmのオ
ーダークッ

キー




